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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　複数の質問項目をそれぞれ含むＫ種類（Ｋは２以上の整数）のアンケートの全てを評定

した複数人の評定者の、前記質問項目に対する評定値を学習データとして、前記評定値を

説明するパラメータであって、少なくとも前記アンケートのインデックスｋ（ｋ＝１，…

，Ｋ）に依存し、評定者の傾向を表す評定者パラメータθ kと、少なくとも前記アンケー

トのインデックスｋに依存し、質問項目の傾向を表す項目パラメータβ kと、少なくとも

前記アンケートのインデックスｋに依存せず、回答スタイルの傾向を表す回答スタイルパ

ラメータγを学習するパラメータ学習部と、

　学習された前記評定者パラメータθ kと、前記項目パラメータβ kと、前記回答スタイル

パラメータγのうち、前記回答スタイルパラメータγを除去して前記評定値の確率分布を

生成する回答スタイル成分除去済み確率分布生成部

　を含む回答スタイル成分除去装置。

【請求項２】

　複数の質問項目をそれぞれ含むＫ個のパート（Ｋは２以上の整数）を有するアンケート

の全てを評定した複数人の評定者の、前記質問項目に対する評定値を学習データとして、

前記評定値を説明するパラメータであって、少なくとも前記アンケートのパートのインデ

ックスｋ（ｋ＝１，…，Ｋ）に依存し、評定者の傾向を表す評定者パラメータθ kと、少

なくとも前記アンケートのパートのインデックスｋに依存し、質問項目の傾向を表す項目

パラメータβ kと、少なくとも前記アンケートのパートのインデックスｋに依存せず、回
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答 ス タ イ ル の 傾 向 を 表 す 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ を 学 習 す る パ ラ メ ー タ 学 習 部 と 、

　 学 習 さ れ た 前 記 評 定 者 パ ラ メ ー タ θ k と 、 前 記 項 目 パ ラ メ ー タ β k と 、 前 記 回 答 ス タ イ ル

パ ラ メ ー タ γ の う ち 、 前 記 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ を 除 去 し て 前 記 評 定 値 の 確 率 分 布 を

生 成 す る 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 済 み 確 率 分 布 生 成 部

　 を 含 む 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 複 数 の 質 問 項 目 を そ れ ぞ れ 含 む Ｋ 種 類 （ Ｋ は ２ 以 上 の 整 数 ） の ア ン ケ ー ト の 全 て を 評 定

し た 複 数 人 の 評 定 者 の 、 前 記 質 問 項 目 に 対 す る 評 定 値 を 学 習 デ ー タ と し て 、 前 記 評 定 値 を

説 明 す る パ ラ メ ー タ で あ っ て 、 少 な く と も 前 記 ア ン ケ ー ト の イ ン デ ッ ク ス ｋ （ ｋ ＝ １ ， …

， Ｋ ） に 依 存 し 、 評 定 者 の 傾 向 を 表 す 評 定 者 パ ラ メ ー タ θ k と 、 少 な く と も 前 記 ア ン ケ ー

ト の イ ン デ ッ ク ス ｋ に 依 存 し 、 質 問 項 目 の 傾 向 を 表 す 項 目 パ ラ メ ー タ β k と 、 少 な く と も

前 記 ア ン ケ ー ト の イ ン デ ッ ク ス ｋ に 依 存 せ ず 、 回 答 ス タ イ ル の 傾 向 を 表 す 回 答 ス タ イ ル パ

ラ メ ー タ γ を 学 習 す る ス テ ッ プ と 、

　 学 習 さ れ た 前 記 評 定 者 パ ラ メ ー タ θ k と 、 前 記 項 目 パ ラ メ ー タ β k と 、 前 記 回 答 ス タ イ ル

パ ラ メ ー タ γ の う ち 、 前 記 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ を 除 去 し て 前 記 評 定 値 の 確 率 分 布 を

生 成 す る ス テ ッ プ

　 を 含 む 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 複 数 の 質 問 項 目 を そ れ ぞ れ 含 む Ｋ 個 の パ ー ト （ Ｋ は ２ 以 上 の 整 数 ） を 有 す る ア ン ケ ー ト

の 全 て を 評 定 し た 複 数 人 の 評 定 者 の 、 前 記 質 問 項 目 に 対 す る 評 定 値 を 学 習 デ ー タ と し て 、

前 記 評 定 値 を 説 明 す る パ ラ メ ー タ で あ っ て 、 少 な く と も 前 記 ア ン ケ ー ト の パ ー ト の イ ン デ

ッ ク ス ｋ （ ｋ ＝ １ ， … ， Ｋ ） に 依 存 し 、 評 定 者 の 傾 向 を 表 す 評 定 者 パ ラ メ ー タ θ k と 、 少

な く と も 前 記 ア ン ケ ー ト の パ ー ト の イ ン デ ッ ク ス ｋ に 依 存 し 、 質 問 項 目 の 傾 向 を 表 す 項 目

パ ラ メ ー タ β k と 、 少 な く と も 前 記 ア ン ケ ー ト の パ ー ト の イ ン デ ッ ク ス ｋ に 依 存 せ ず 、 回

答 ス タ イ ル の 傾 向 を 表 す 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ を 学 習 す る ス テ ッ プ と 、

　 学 習 さ れ た 前 記 評 定 者 パ ラ メ ー タ θ k と 、 前 記 項 目 パ ラ メ ー タ β k と 、 前 記 回 答 ス タ イ ル

パ ラ メ ー タ γ の う ち 、 前 記 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ を 除 去 し て 前 記 評 定 値 の 確 率 分 布 を

生 成 す る ス テ ッ プ

　 を 含 む 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 コ ン ピ ュ ー タ を 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 と し て 機 能 さ せ る

プ ロ グ ラ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 、 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 方 法 、 プ ロ グ ラ ム に 関 す

る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 回 答 ス タ イ ル （ Ｒ Ｓ ） と は 、 評 価 す る 内 容 に 関 係 な く 、 極 端 な （ 両 端 の ） 評 定 値 や 真 ん

中 の 評 定 値 と い っ た 特 定 の カ テ ゴ リ を 選 択 す る 評 価 者 の 傾 向 で あ る （ 非 特 許 文 献 １ 、 非 特

許 文 献 ２ ） 。 最 も 一 般 的 な Ｒ Ｓ の 種 類 と し て 、 ポ ジ テ ィ ブ ／ ネ ガ テ ィ ブ 反 応 傾 向 （ Ａ Ｒ Ｓ

／ Ｄ Ｒ Ｓ ） 、 す な わ ち 、 選 択 肢 の 中 で 最 も 高 い ス コ ア （ ポ ジ テ ィ ブ ） あ る い は 最 も 低 い ス

コ ア （ ネ ガ テ ィ ブ ） を 選 ぶ 傾 向 と 、 両 端 あ る い は 中 心 を 好 む 極 端 ／ 中 心 反 応 傾 向 （ Ｅ Ｒ Ｓ

／ Ｍ Ｒ Ｓ ） が あ る （ 非 特 許 文 献 ３ ） 。 回 答 ス タ イ ル は 文 化 に も 依 存 し 、 日 本 人 な ど ア ジ ア

人 は 真 ん 中 の 評 定 値 を 選 ぶ 傾 向 が 強 い と さ れ て い る 。 Ｒ Ｓ は 相 関 分 析 や 分 散 分 析 の よ う な

主 観 評 価 の 分 析 の 妥 当 性 を 低 下 さ せ る こ と が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 従 来 、 こ の よ う な Ｒ Ｓ は 単 純 な 方 法 で 計 測 さ れ て い た 。 例 え ば 、 極 端 反 応 傾 向 は 、 全 項

目 の 中 で 両 端 の 選 択 肢 を 選 ん だ 割 合 と し て し ば し ば 測 定 さ れ る （ 非 特 許 文 献 ３ ） 。 だ が 、
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こ れ ら の 方 法 で は Ｒ Ｓ を 回 答 デ ー タ か ら 排 除 す る こ と は で き な い 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 マ ー ケ テ ィ ン グ リ サ ー チ な ど の 分 野 を 中 心 に Ｒ Ｓ を 除 去 す る 技 術 が 既 に い く つ か 提 案 さ

れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。 具 体 的 に は 、 潜 在 変 数 と し て Ｒ Ｓ を 持 つ 評 価 プ ロ セ ス モ デ ル

を 構 築 し 、 Ｒ Ｓ の 影 響 を 除 去 し よ う と し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 G. Tutz, G. Schauberger, and M. Berger, “ Response styles in the

 partial credit model,”  Applied Psychological Measurement, vol. 42, no. 6, pp. 

407-427, 2018.

【 非 特 許 文 献 ２ 】 H K. G. Jonas and K. E. Markon, “ Modeling response style using 

vignettes and person-specific item response theory,” Applied Psychological Measu

rement, vol. 43, no. 1, pp. 3-17, 2019.

【 非 特 許 文 献 ３ 】 H. Baumgartner and J. B. E. Steenkamp, “ Response styles in mark

eting research: A cross-national investigation,” Journal of Marketing Research, 

vol. 38, no. 2, pp. 143-156, 2001.

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 Ｒ Ｓ は ア ン ケ ー ト の 内 容 に 関 係 し な い と い う 性 質 （ 内 容 独 立 性 と 呼 ぶ ） を 持 つ た め 、 様

々 な ア ン ケ ー ト 、 た と え ば 、 心 理 ア ン ケ ー ト 、 満 足 度 評 価 な ど に 対 し て 一 貫 し て 観 察 さ れ

る は ず で あ る 。 し か し な が ら 、 既 存 の Ｒ Ｓ 除 去 方 法 （ 非 特 許 文 献 １ ） は そ の 性 質 を 利 用 し

て お ら ず 、 単 一 の ア ン ケ ー ト の み か ら Ｒ Ｓ を 除 去 す る も の で あ る 。 こ の た め 、 非 特 許 文 献

１ の 方 法 で は ア ン ケ ー ト に 依 存 し た 反 応 傾 向 と ア ン ケ ー ト に 非 依 存 の Ｒ Ｓ を 区 別 す る こ と

が 難 し い こ と が 問 題 で あ る 。 な お 、 こ の 二 種 類 の 反 応 は dispositionalと situationalと 呼

ば れ 、 詳 細 は 非 特 許 文 献 ３ な ど に 開 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 方 法 で は 、 用 い る 項 目 や 選 択

肢 次 第 で 推 定 結 果 が 異 な る 可 能 性 が あ る 。 例 え ば 、 同 じ 評 定 者 で あ っ て も 、 明 ら か な 笑 顔

と 明 ら か な 無 表 情 だ け か ら な る 顔 画 像 の セ ッ ト に 対 し て 笑 顔 の 度 合 い を 評 価 し た 際 は 極 端

反 応 傾 向 と 推 定 さ れ 、 善 悪 の 判 断 が 難 し い 倫 理 的 な 質 問 を 「 善 い 」 「 ど ち ら と も い え な い

」 「 悪 い 」 の 三 択 で 聞 か れ れ ば 中 心 反 応 傾 向 と 推 定 さ れ て し ま う だ ろ う 。 し か し 、 そ れ で

は Ｒ Ｓ の 内 容 独 立 性 に 反 し て し ま う 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 そ こ で 本 発 明 で は 、 ア ン ケ ー ト の 内 容 に 非 依 存 の Ｒ Ｓ を 除 去 す る こ と が で き る 回 答 ス タ

イ ル 成 分 除 去 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 は 、 パ ラ メ ー タ 学 習 部 と 、 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 済

み 確 率 分 布 生 成 部 を 含 む 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 パ ラ メ ー タ 学 習 部 は 、 複 数 の 質 問 項 目 を そ れ ぞ れ 含 む Ｋ 種 類 （ Ｋ は ２ 以 上 の 整 数 ） の ア

ン ケ ー ト の 全 て を 評 定 し た 複 数 人 の 評 定 者 の 、 質 問 項 目 に 対 す る 評 定 値 を 学 習 デ ー タ と し

て 、 評 定 値 を 説 明 す る パ ラ メ ー タ で あ っ て 、 少 な く と も ア ン ケ ー ト の イ ン デ ッ ク ス ｋ （ ｋ

＝ １ ， … ， Ｋ ） に 依 存 し 、 評 定 者 の 傾 向 を 表 す 評 定 者 パ ラ メ ー タ θ k と 、 少 な く と も ア ン

ケ ー ト の イ ン デ ッ ク ス ｋ に 依 存 し 、 質 問 項 目 の 傾 向 を 表 す 項 目 パ ラ メ ー タ β k と 、 少 な く

と も ア ン ケ ー ト の イ ン デ ッ ク ス ｋ に 依 存 せ ず 、 回 答 ス タ イ ル の 傾 向 を 表 す 回 答 ス タ イ ル パ

ラ メ ー タ γ を 学 習 す る 。 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 済 み 確 率 分 布 生 成 部 は 、 学 習 さ れ た 評 定 者

パ ラ メ ー タ θ k と 、 項 目 パ ラ メ ー タ β k と 、 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ の う ち 、 回 答 ス タ イ

ル パ ラ メ ー タ γ を 除 去 し て 評 定 値 の 確 率 分 布 を 生 成 す る 。

【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 に よ れ ば 、 ア ン ケ ー ト の 内 容 に 非 依 存 の Ｒ Ｓ を 除 去

す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 実 施 例 １ の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ２ 】 実 施 例 １ の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 ３ 】 実 施 例 ２ の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ４ 】 実 施 例 ２ の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 図 ５ 】 コ ン ピ ュ ー タ の 機 能 構 成 例 を 示 す 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 同 じ 機 能 を 有 す る 構 成 部

に は 同 じ 番 号 を 付 し 、 重 複 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 の 実 施 例 で は 、 従 来 の Ｒ Ｓ 除 去 法 を 階 層 ベ イ ズ の 枠 組 み で 複 数 の ア ン ケ ー ト を 同 時

に 扱 え る よ う に し た Ｒ Ｓ 除 去 法 （ 階 層 Ｒ Ｓ 除 去 法 ） を 提 案 す る 。 階 層 ベ イ ズ は 統 計 モ デ ル

手 法 の 一 つ で あ り 、 複 数 の 関 連 す る ア ン ケ ー ト を 解 く た め の モ デ ル を 同 時 に 学 習 す る こ と

で 、 ア ン ケ ー ト の 間 で 共 通 し て 用 い ら れ る 関 係 性 と 、 ア ン ケ ー ト の 間 で 異 な る 関 係 性 を 効

率 的 に 学 習 す る 仕 組 み で あ る 。 た と え ば 、 画 像 認 識 に お け る 顔 認 識 ア ン ケ ー ト と 表 情 認 識

ア ン ケ ー ト を 例 に と る 。 こ の 場 合 、 共 通 の 関 係 性 は 、 目 や 口 が ど う い う 見 た 目 で 、 そ れ が

調 べ た い 画 像 の 中 に 含 ま れ る か と い っ た こ と で あ り 、 異 な る 関 係 性 は 、 顔 認 識 で は そ れ ら

顔 部 品 の 配 置 情 報 、 表 情 認 識 で は そ れ ら の 無 表 情 時 か ら の 変 化 の 情 報 な ど で あ る 。 以 下 の

実 施 例 で は 、 様 々 な 種 類 の ア ン ケ ー ト に お い て 、 ア ン ケ ー ト 間 の 共 通 の 関 係 性 を 回 答 ス タ

イ ル 、 ア ン ケ ー ト 間 で 異 な る 関 係 性 を そ れ ぞ れ の ア ン ケ ー ト に お け る 項 目 （ た と え ば 、 そ

れ ぞ れ の 質 問 ） の 性 質 や 回 答 者 個 人 の 特 性 ／ 能 力 と す る 。 以 下 の 実 施 例 で は 、 単 一 の ア ン

ケ ー ト に お け る 項 目 と 個 人 の 特 性 を 推 定 す る た め の 項 目 応 答 モ デ ル （ Ｉ Ｒ Ｔ モ デ ル , Item

 Response Theory Model） を ベ ー ス と し て 、 階 層 ベ イ ズ の 枠 組 み で 回 答 ス タ イ ル を 導 入 す

る 。 モ デ ル パ ラ メ ー タ の 推 定 方 法 は 任 意 で あ る が 、 本 実 施 の 形 態 で は Ｍ Ｃ Ｍ Ｃ （ Markov c

hain Monte Carlo methods） 法 で 推 定 す る 。 そ れ に よ り 、 個 人 の 回 答 ス タ イ ル の パ ラ メ ー

タ 、 各 ア ン ケ ー ト に お け る 各 項 目 の パ ラ メ ー タ と 個 人 特 性 の パ ラ メ ー タ が そ れ ぞ れ 推 定 さ

れ る 。 推 定 さ れ た 後 に 、 回 答 ス タ イ ル の パ ラ メ ー タ を 除 く パ ラ メ ー タ を 用 い る こ と で 、 回

答 ス タ イ ル が 除 去 さ れ た 回 答 の 推 定 値 が 得 ら れ る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 図 １ を 参 照 し て 、 実 施 例 １ の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 。 同 図

に 示 す よ う に 本 実 施 例 の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 １ は 、 パ ラ メ ー タ 学 習 部 １ １ と 、 回 答

ス タ イ ル 成 分 除 去 済 み 確 率 分 布 生 成 部 １ ２ を 含 む 。 以 下 、 図 ２ を 参 照 し て 各 構 成 要 件 の 動

作 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 パ ラ メ ー タ 学 習 部 １ １ は 、 複 数 の 質 問 項 目 を そ れ ぞ れ 含 む Ｋ 種 類 （ Ｋ は ２ 以 上 の 整 数 ）

の ア ン ケ ー ト の 全 て を 評 定 し た 複 数 人 の 評 定 者 の 、 質 問 項 目 に 対 す る 評 定 値 を 学 習 デ ー タ

と し て 、 評 定 値 を 説 明 す る パ ラ メ ー タ で あ っ て 、 少 な く と も ア ン ケ ー ト の イ ン デ ッ ク ス ｋ

（ ｋ ＝ １ ， … ， Ｋ ） に 依 存 し 、 評 定 者 の 傾 向 を 表 す 評 定 者 パ ラ メ ー タ θ k と 、 少 な く と も

ア ン ケ ー ト の イ ン デ ッ ク ス ｋ に 依 存 し 、 質 問 項 目 の 傾 向 を 表 す 項 目 パ ラ メ ー タ β k と 、 少

な く と も ア ン ケ ー ト の イ ン デ ッ ク ス ｋ に 依 存 せ ず 、 回 答 ス タ イ ル の 傾 向 を 表 す 回 答 ス タ イ

ル パ ラ メ ー タ γ を 学 習 す る （ Ｓ １ １ ） 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 済 み 確 率 分 布 生 成 部 １ ２ は 、 学 習 さ れ た 評 定 者 パ ラ メ ー タ θ k と

、 項 目 パ ラ メ ー タ β k と 、 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ の う ち 、 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ
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を 除 去 し て 評 定 値 の 確 率 分 布 を 生 成 す る （ Ｓ １ ２ ） 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 、 各 構 成 要 件 の 動 作 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

＜ パ ラ メ ー タ 学 習 部 １ １ ＞

　 評 定 が Likert尺 度 の よ う な 離 散 値 を と る 場 合 、 評 定 値 yが sと な る 確 率 と s-1と な る 確 率

の 対 数 オ ッ ズ Xφ を 次 の よ う に 定 義 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

【 数 １ 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ こ で 、 iは 質 問 項 目 の イ ン デ ッ ク ス を 、 jは 評 定 者 の イ ン デ ッ ク ス を 、 kは ア ン ケ ー ト

の イ ン デ ッ ク ス を そ れ ぞ れ 表 す 。 φ は モ デ ル パ ラ メ ー タ の 集 合 で あ り 、 項 目 パ ラ メ ー タ β

、 評 定 者 パ ラ メ ー タ θ 、 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ を 含 む 。 γ
-

j s は 回 答 ス タ イ ル の 項 目

パ ラ メ ー タ に 対 す る 効 果 を 表 し 、 こ こ で は 、 γ
-

j s =(m-s+1)γ j と し て い る 。 mは 選 択 肢 の

中 央 値 （ た と え ば 、 選 択 肢 が ０ ， １ ， ２ ， ３ ， ４ の ５ 段 階 で あ れ ば 、 m=2） で あ り 、 γ は

極 端 ／ 中 心 反 応 傾 向 を 表 す 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 こ こ で 重 要 な 点 は 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ が ア ン ケ ー ト kを 含 ま な い 点 、 す な わ ち ア

ン ケ ー ト の イ ン デ ッ ク ス ｋ （ ｋ ＝ １ ， … ， Ｋ ） に 依 存 し な い 点 で あ り 、 そ の 限 り に お い て

、 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ は ど の よ う な 形 式 を と っ て も 構 わ な い 。 ま ず 、 式 （ １ ） の 左 辺

は リ ン ク 関 数 と 呼 ば れ る 順 序 回 帰 を 表 す 項 で あ り 、 任 意 の 関 数 を 使 用 可 能 で あ る 。 さ ら に

、 式 （ ２ ） の 右 辺 は 線 形 予 測 子 で あ り 、 こ ち ら も 任 意 の 形 式 が 使 用 可 能 で あ る 。 た と え ば

、

【 ０ ０ ２ ２ 】

【 数 ２ 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

と し て も 構 わ な い 。 こ こ で 、 γ 'は ポ ジ テ ィ ブ ／ ネ ガ テ ィ ブ 反 応 傾 向 を 表 す 。 評 定 が 連 続

値 （ た と え ば 、 ０ か ら １ ０ ０ の 間 の 任 意 の 数 字 ） の 場 合 は 、 上 記 の リ ン ク 関 数 と し て 恒 等

写 像 を 用 い る な ど す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 従 っ て 、 パ ラ メ ー タ 学 習 部 １ １ は 、 複 数 の 質 問 項 目 を そ れ ぞ れ 含 む Ｋ 種 類 の ア ン ケ ー ト

の 全 て を 評 定 し た 複 数 人 の 評 定 者 の 、 質 問 項 目 に 対 す る 評 定 値 yに 基 づ く 対 数 オ ッ ズ Xφ （

式 （ １ ） 参 照 ） を 学 習 デ ー タ と し て 、 例 え ば 式 （ ２ ） 、 式 （ ３ ） に 示 す よ う に 、 ア ン ケ ー

ト の イ ン デ ッ ク ス k(k=1,… ,K)と 評 定 者 の イ ン デ ッ ク ス jに 依 存 し 、 評 定 者 の 傾 向 を 表 す 評

定 者 パ ラ メ ー タ θ j k 、 ア ン ケ ー ト の イ ン デ ッ ク ス kと 質 問 項 目 の イ ン デ ッ ク ス iと 評 定 値 の

イ ン デ ッ ク ス sに 依 存 し 、 質 問 項 目 の 傾 向 を 表 す 項 目 パ ラ メ ー タ β i k s と 、 少 な く と も ア ン

ケ ー ト の イ ン デ ッ ク ス kに 依 存 せ ず 評 定 者 の イ ン デ ッ ク ス jや 評 定 値 の イ ン デ ッ ク ス sに 依

存 す る 回 答 ス タ イ ル の 傾 向 を 表 す 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ
-

j s ま た は 、 γ j ， γ ' j を 学 習

す る （ Ｓ １ １ ） 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

＜ 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 済 み 確 率 分 布 生 成 部 １ ２ ＞

　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て モ デ ル パ ラ メ ー タ が 推 定 さ れ れ ば 、 さ ら に そ の モ デ ル か ら 生 成
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さ れ る 評 定 値 を 推 定 す る こ と が で き る 。 評 定 値 の 推 定 値 y^は 次 の よ う に 推 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

【 数 ３ 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ こ で 、 categorical()は カ テ ゴ リ カ ル 分 布 を 表 す 。 こ れ に よ り 、 も し 実 際 に は 観 測 さ

れ て い な い 評 定 値 で あ っ て も 必 要 な パ ラ メ ー タ 集 合 φ が 既 知 で あ れ ば 推 定 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 さ ら に 、 Ｒ Ｓ を 除 去 し た 評 定 値 は 、 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ を 線 形 予 測 子 Xφ か ら 除

外 す る こ と に よ っ て 推 定 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 式 （ ２ ） を 用 い た 場 合 、

【 ０ ０ ２ ９ 】

【 数 ４ 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

と な る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 従 っ て 、 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 済 み 確 率 分 布 生 成 部 １ ２ は 、 各 パ ラ メ ー タ の う ち 、 回 答

ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ （ 上 記 の 例 で は γ
-

j s ， ま た は γ j ， γ ' j ） を 除 去 し 、 例 え ば 式 （ ２

） を 式 （ ６ ） に 代 替 し 、 対 数 オ ッ ズ Ｘ 'φ を 求 め 、 求 め た 対 数 オ ッ ズ Ｘ 'φ か ら 式 （ ５ ’ ）

に 記 載 の よ う に 、 回 答 ス タ イ ル 成 分 を 除 去 し た 評 定 値 yの 確 率 分 布 を 生 成 す る （ Ｓ １ ２ ）

。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 Ｒ Ｓ ｔ ａ ｎ 用 い て No-U-Turn Sampler(NUTS)を 用 い て パ ラ メ ー タ

を 推 定 し た 。 各 パ ラ メ ー タ の 事 前 分 布 に は 弱 事 前 分 布 を 用 い た 。 ４ つ の Ｍ Ｃ Ｍ Ｃ チ ェ イ ン

を ラ ン ダ ム 初 期 値 か ら 実 行 し た と こ ろ 、 Ｒ ハ ッ ト 値 が １ ． １ 以 下 で 収 束 し た 。 最 初 の ２ ，

４ ０ ０ 回 の 反 復 を ウ ォ ー ム ア ッ プ と し て 廃 棄 し 、 後 半 の ２ ， ４ ０ ０ 回 の 反 復 を 各 チ ェ イ ン

か ら 得 た 計 ９ ， ６ ０ ０ サ ン プ ル を 用 い て 、 φ や y^な ど 全 て の パ ラ メ ー タ の 事 後 分 布 を 算 出

し た 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

＜ 実 証 実 験 ＞

　 実 証 実 験 に は 日 本 人 大 学 生 ５ ０ 名 （ 男 女 等 数 ） が 参 加 し た 。 参 加 者 は 人 工 的 に 生 成 さ れ

た 人 の 表 情 顔 の 画 像 １ ５ ０ 枚 の 全 て に 対 し て 、 感 情 価 （ ポ ジ テ ィ ブ ̶ ネ ガ テ ィ ブ ） と 覚 醒

度 （ 興 奮 ̶ 鎮 静 ） を ５ 段 階 で 評 価 し た 。 参 加 者 は 、 １ ５ ０ 枚 全 て に つ い て 感 情 価 を 評 価 し

た の ち に １ ５ ０ 枚 全 て に つ い て 覚 醒 度 を 評 価 す る 、 あ る い は 、 そ の 逆 の 順 番 で 評 価 を 行 っ

た 。 参 加 者 は 、 そ の 後 、 ７ 種 類 の 心 理 尺 度 質 問 紙 に 回 答 し た 。 ７ 種 の 尺 度 は 、 共 感 化 指 数

（ Ｅ Ｑ ） 、 シ ス テ ム 化 指 数 （ Ｓ Ｑ ） 、 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 指 数 （ Ａ Ｑ ） 、 多 次 元 共 感 性 尺

度 （ Ｉ Ｒ Ｉ ） 、 Big Five尺 度 （ Big Five） 、 情 動 知 能 と 情 緒 的 コ ン ピ テ ン ス 尺 度 （ Ｅ Ｓ Ｃ

Ｑ ） 、 東 京 大 学 エ ゴ グ ラ ム （ Ｔ Ｅ Ｇ ） で あ っ た 。 質 問 項 目 数 は そ れ ぞ れ 順 に 、 ６ ０ 、 ６ ０

、 ５ ０ 、 ２ ８ 、 ６ ０ 、 ２ ８ 、 ５ ３ で あ り 、 回 答 の 選 択 肢 の 数 は そ れ ぞ れ 、 ４ 、 ４ 、 ４ 、 ３

、 ５ 、 ４ 、 ７ で あ る 。 つ ま り 、 全 て の 参 加 者 は 計 ９ つ の ア ン ケ ー ト （ 計 ５ ７ ９ 項 目 ） を 遂

行 し て お り 、 ５ ０ 名 か ら 得 ら れ た 回 答 の 総 数 は ３ １ ， ９ ５ ０ で あ っ た 。 こ の デ ー タ は 欠 損

な し で あ る が 、 本 実 施 例 で は ベ イ ズ 生 成 モ デ ル が 用 い ら れ て お り 欠 損 値 が あ っ て も 構 わ な

い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

＜ 実 験 結 果 ＞

　 推 定 さ れ た 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ （ 極 端 ／ 中 心 反 応 傾 向 パ ラ メ ー タ ） γ は 、 古 典 的 な
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方 法 で 算 出 さ れ た 極 端 反 応 傾 向 の ス コ ア （ 全 質 問 項 目 の 中 で 両 端 の 選 択 肢 を 選 ん だ 割 合 ）

と 強 い 相 関 を 示 し た (Spearman ρ = .92, p < .001)。 負 の 相 関 で あ る の は 、 γ が 小 さ い

ほ ど 極 端 反 応 傾 向 で あ る の に 対 し て 、 古 典 的 な 方 法 で は ス コ ア が 高 い ほ ど 極 端 反 応 傾 向 で

あ る た め で あ る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 実 施 例 １ に お い て は 、 「 複 数 の 異 な る ア ン ケ ー ト 」 を 例 に 示 し た が 、 一 つ の ア ン ケ ー ト

内 に お い て 、 複 数 の 異 な る パ ー ト が 存 在 し て い る か 、 も し く は 複 数 の 異 な る 計 測 対 象 物 が

存 在 し て い れ ば 、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 で 回 答 ス タ イ ル 成 分 を 除 去 で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 以 下 、 図 ３ を 参 照 し て 、 実 施 例 ２ の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 。 同 図

に 示 す よ う に 本 実 施 例 の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 ２ は 、 パ ー ト 分 離 部 ２ ０ と 、 パ ラ メ ー

タ 学 習 部 ２ １ と 、 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 済 み 確 率 分 布 生 成 部 ２ ２ を 含 む 。 以 下 、 図 ４ を 参

照 し て 各 構 成 要 件 の 動 作 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 パ ー ト 分 離 部 ２ ０ は 、 ア ン ケ ー ト を Ｋ 個 の パ ー ト （ Ｋ は ２ 以 上 の 整 数 ） に 分 離 す る （ Ｓ

２ ０ ） 。 こ の 処 理 は 人 手 で 予 め 行 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 パ ラ メ ー タ 学 習 部 ２ １ は 、 複 数 の 質 問 項 目 を そ れ ぞ れ 含 む Ｋ 個 の パ ー ト （ Ｋ は ２ 以 上 の

整 数 ） を 有 す る ア ン ケ ー ト の 全 て を 評 定 し た 複 数 人 の 評 定 者 の 、 質 問 項 目 に 対 す る 評 定 値

を 学 習 デ ー タ と し て 、 評 定 値 を 説 明 す る パ ラ メ ー タ で あ っ て 、 少 な く と も ア ン ケ ー ト の パ

ー ト の イ ン デ ッ ク ス k(k=1,… ,K)に 依 存 し 、 評 定 者 の 傾 向 を 表 す 評 定 者 パ ラ メ ー タ θ k と 、

少 な く と も ア ン ケ ー ト の パ ー ト の イ ン デ ッ ク ス kに 依 存 し 、 質 問 項 目 の 傾 向 を 表 す 項 目 パ

ラ メ ー タ β k と 、 少 な く と も ア ン ケ ー ト の パ ー ト の イ ン デ ッ ク ス kに 依 存 せ ず 、 回 答 ス タ イ

ル の 傾 向 を 表 す 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ を 学 習 す る （ Ｓ ２ １ ） 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 済 み 確 率 分 布 生 成 部 ２ ２ は 、 学 習 さ れ た 評 定 者 パ ラ メ ー タ θ k と

、 項 目 パ ラ メ ー タ β k と 、 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ の う ち 、 回 答 ス タ イ ル パ ラ メ ー タ γ

を 除 去 し て 評 定 値 の 確 率 分 布 を 生 成 す る （ Ｓ ２ ２ ） 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

＜ 効 果 ＞

　 実 施 例 に 記 載 の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 １ 、 ２ に よ れ ば 、 ア ン ケ ー ト の 種 類 に 依 ら な

い 、 各 個 人 の 回 答 ス タ イ ル （ 評 価 す る 内 容 に 関 係 な く 、 極 端 な （ 両 端 の ） 評 定 値 や 真 ん 中

の 評 定 値 と い っ た 特 定 の カ テ ゴ リ を 選 択 す る 傾 向 ） が 推 定 で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 実 施 例 に 記 載 の 回 答 ス タ イ ル 成 分 除 去 装 置 １ 、 ２ に よ れ ば 、 さ ら に 、 回 答 ス タ イ

ル を 除 去 し た 場 合 の そ の 個 人 の 回 答 を 推 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

＜ 補 記 ＞

　 本 発 明 の 装 置 は 、 例 え ば 単 一 の ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ と し て 、 キ ー ボ ー ド な ど が 接

続 可 能 な 入 力 部 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ な ど が 接 続 可 能 な 出 力 部 、 ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ

の 外 部 に 通 信 可 能 な 通 信 装 置 （ 例 え ば 通 信 ケ ー ブ ル ） が 接 続 可 能 な 通 信 部 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Cent

ral Processing Unit、 キ ャ ッ シ ュ メ モ リ や レ ジ ス タ な ど を 備 え て い て も よ い ） 、 メ モ リ

で あ る Ｒ Ａ Ｍ や Ｒ Ｏ Ｍ 、 ハ ー ド デ ィ ス ク で あ る 外 部 記 憶 装 置 並 び に こ れ ら の 入 力 部 、 出 力

部 、 通 信 部 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｒ Ａ Ｍ 、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 外 部 記 憶 装 置 の 間 の デ ー タ の や り 取 り が 可 能 な よ

う に 接 続 す る バ ス を 有 し て い る 。 ま た 必 要 に 応 じ て 、 ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ に 、 Ｃ Ｄ

－ Ｒ Ｏ Ｍ な ど の 記 録 媒 体 を 読 み 書 き で き る 装 置 （ ド ラ イ ブ ） な ど を 設 け る こ と と し て も よ

い 。 こ の よ う な ハ ー ド ウ ェ ア 資 源 を 備 え た 物 理 的 実 体 と し て は 、 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ な ど が

あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ の 外 部 記 憶 装 置 に は 、 上 述 の 機 能 を 実 現 す る た め に 必 要 と な

る プ ロ グ ラ ム お よ び こ の プ ロ グ ラ ム の 処 理 に お い て 必 要 と な る デ ー タ な ど が 記 憶 さ れ て い

る （ 外 部 記 憶 装 置 に 限 ら ず 、 例 え ば プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し 専 用 記 憶 装 置 で あ る Ｒ Ｏ Ｍ に 記

憶 さ せ て お く こ と と し て も よ い ） 。 ま た 、 こ れ ら の プ ロ グ ラ ム の 処 理 に よ っ て 得 ら れ る デ

ー タ な ど は 、 Ｒ Ａ Ｍ や 外 部 記 憶 装 置 な ど に 適 宜 に 記 憶 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ で は 、 外 部 記 憶 装 置 （ あ る い は Ｒ Ｏ Ｍ な ど ） に 記 憶 さ れ た 各

プ ロ グ ラ ム と こ の 各 プ ロ グ ラ ム の 処 理 に 必 要 な デ ー タ が 必 要 に 応 じ て メ モ リ に 読 み 込 ま れ

て 、 適 宜 に Ｃ Ｐ Ｕ で 解 釈 実 行 ・ 処 理 さ れ る 。 そ の 結 果 、 Ｃ Ｐ Ｕ が 所 定 の 機 能 （ 上 記 、 … 部

、 … 手 段 な ど と 表 し た 各 構 成 要 件 ） を 実 現 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 本 発 明 は 上 述 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で

適 宜 変 更 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た 処 理 は 、 記 載 の 順 に 従 っ て

時 系 列 に 実 行 さ れ る の み な ら ず 、 処 理 を 実 行 す る 装 置 の 処 理 能 力 あ る い は 必 要 に 応 じ て 並

列 的 に あ る い は 個 別 に 実 行 さ れ る と し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 既 述 の よ う に 、 上 記 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ （ 本 発 明 の 装

置 ） に お け る 処 理 機 能 を コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 現 す る 場 合 、 ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ

が 有 す べ き 機 能 の 処 理 内 容 は プ ロ グ ラ ム に よ っ て 記 述 さ れ る 。 そ し て 、 こ の プ ロ グ ラ ム を

コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 す る こ と に よ り 、 上 記 ハ ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ に お け る 処 理 機 能 が

コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 現 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 上 述 の 各 種 の 処 理 は 、 図 ５ に 示 す コ ン ピ ュ ー タ の 記 録 部 １ ０ ０ ２ ０ に 、 上 記 方 法 の 各 ス

テ ッ プ を 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム を 読 み 込 ま せ 、 制 御 部 １ ０ ０ １ ０ 、 入 力 部 １ ０ ０ ３ ０ 、 出

力 部 １ ０ ０ ４ ０ な ど に 動 作 さ せ る こ と で 実 施 で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ の 処 理 内 容 を 記 述 し た プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録

し て お く こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と し て は 、 例 え ば 、 磁 気

記 録 装 置 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 記 録 媒 体 、 半 導 体 メ モ リ 等 ど の よ う な も の で も よ い 。 具 体

的 に は 、 例 え ば 、 磁 気 記 録 装 置 と し て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 磁

気 テ ー プ 等 を 、 光 デ ィ ス ク と し て 、 Ｄ Ｖ Ｄ （ Digital Versatile Disc） 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ

（ Random Access Memory） 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ （ Compact Disc Read Only Memory） 、 Ｃ Ｄ －

Ｒ （ Recordable） ／ Ｒ Ｗ （ ReWritable） 等 を 、 光 磁 気 記 録 媒 体 と し て 、 Ｍ Ｏ （ Magneto-Op

tical disc） 等 を 、 半 導 体 メ モ リ と し て Ｅ Ｅ Ｐ － Ｒ Ｏ Ｍ （ Electrically Erasable and Pr

ogrammable-Read Only Memory） 等 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま た 、 こ の プ ロ グ ラ ム の 流 通 は 、 例 え ば 、 そ の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た Ｄ Ｖ Ｄ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ

Ｏ Ｍ 等 の 可 搬 型 記 録 媒 体 を 販 売 、 譲 渡 、 貸 与 等 す る こ と に よ っ て 行 う 。 さ ら に 、 こ の プ ロ

グ ラ ム を サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ の 記 憶 装 置 に 格 納 し て お き 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 サ ー バ

コ ン ピ ュ ー タ か ら 他 の コ ン ピ ュ ー タ に そ の プ ロ グ ラ ム を 転 送 す る こ と に よ り 、 こ の プ ロ グ

ラ ム を 流 通 さ せ る 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 こ の よ う な プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ は 、 例 え ば 、 ま ず 、 可 搬 型 記 録 媒 体 に 記

録 さ れ た プ ロ グ ラ ム も し く は サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら 転 送 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 、 一 旦 、 自

己 の 記 憶 装 置 に 格 納 す る 。 そ し て 、 処 理 の 実 行 時 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ は 、 自 己 の 記 録 媒 体

に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 読 み 取 り 、 読 み 取 っ た プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る 。 ま

た 、 こ の プ ロ グ ラ ム の 別 の 実 行 形 態 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ が 可 搬 型 記 録 媒 体 か ら 直 接 プ ロ

グ ラ ム を 読 み 取 り 、 そ の プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る こ と と し て も よ く 、 さ ら に 、

こ の コ ン ピ ュ ー タ に サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら プ ロ グ ラ ム が 転 送 さ れ る た び に 、 逐 次 、 受 け

取 っ た プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る こ と と し て も よ い 。 ま た 、 サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ
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か ら 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ へ の プ ロ グ ラ ム の 転 送 は 行 わ ず 、 そ の 実 行 指 示 と 結 果 取 得 の み に

よ っ て 処 理 機 能 を 実 現 す る 、 い わ ゆ る Ａ Ｓ Ｐ （ Application Service Provider） 型 の サ ー

ビ ス に よ っ て 、 上 述 の 処 理 を 実 行 す る 構 成 と し て も よ い 。 な お 、 本 形 態 に お け る プ ロ グ ラ

ム に は 、 電 子 計 算 機 に よ る 処 理 の 用 に 供 す る 情 報 で あ っ て プ ロ グ ラ ム に 準 ず る も の （ コ ン

ピ ュ ー タ に 対 す る 直 接 の 指 令 で は な い が コ ン ピ ュ ー タ の 処 理 を 規 定 す る 性 質 を 有 す る デ ー

タ 等 ） を 含 む も の と す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 こ の 形 態 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 所 定 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 さ せ る こ と に よ り 、 ハ

ー ド ウ ェ ア エ ン テ ィ テ ィ を 構 成 す る こ と と し た が 、 こ れ ら の 処 理 内 容 の 少 な く と も 一 部 を

ハ ー ド ウ ェ ア 的 に 実 現 す る こ と と し て も よ い 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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